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令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について  

 

 

 

 

 

 

【国語】全国平均正答率より「とても低い」結果となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔調査の概要〕 

 ４月１９日（火）、全国の小学校６年生を対象に「全国学力・学習状況調査」を実施し

ました。先日、町全体の結果がむかわ町ホームページに掲載されています。 

 「教科（国語・算数・理科）」と「質問紙調査」等の結果をもとに、本校の子どもたち

の学力や生活の状況について考察をまとめましたので、お知らせいたします。 

  

〔成果〕 

○領域別の正答率は、全て全国平 

 均を下回りましたが、「話すこ 

 と・聞くこと」領域の正答率が 

 比較的高い結果となりました。 

○互いの立場や意図を明確にし 

 ながら計画的に話し合い、自分 

 の考えをまとめる問題では、全 

 国平均を上回っています。 

〔課題〕 

▲特に、「読むこと」や「言葉の特徴や使 

 い方に関する事項」の領域で課題が見ら 

 れました。 

〔最も課題の見られた問題〕 

▲右の問題は、「銀色の幻想」という物語 

 の一部（約４ページ）を読み、この物語 

 の全体像を具体的に想像して表現の効 

 果を選ぶ問題ですが、全国平均と比べ、 

 約４４ポイント低い正答率でした。 

・物語をよく読み全体像をとらえられれば 

 正解の「２」にたどりつくのですが、「１」 

 と答えた児童が多くいました。 

 これは、色の表現（赤線部）に注目して 

 しまい、物語の全体像と関わらせて考え 

 ることができなかったことが原因とし 

 て考えられます。 

調査問題２三 



【算数】全国平均正答率より「とても低い」結果となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔成果〕 

○領域別の正答率は、全て全国平 

 均を下回りましたが、「数と計 

 算」領域の正答率が比較的高い 

 結果となりました。 

○特に、「１４と２１の最小公倍数 

 を求める」「例をもとに、カップ 

 ケーキ７個分の値段を割り算で 

 求めることができる理由を述べ 

 る」など１６問中３問は全国平 

 均を超えており、問題によって 

 は高い理解を示していることが 

 分かりました。 

調査問題２（１）（２） 

〔課題〕 

▲領域別に見ると、「図形」や「デ 

 ータの活用」の正答率が低い結 

 果となりました。 

▲百分率を使って計算する問題 

 （５年生の学習内容）について、 

 正答率が低い一方で無回答率が 

 高く、苦手意識が見られました。 

 

〔特に課題の見られた問題（右）〕 

▲（１）の問題は、百分率（％）で 

 表された割合を分数で表す問題 

 です。正答率は全国平均より約 

 25 ポイント低く、また、本校の 

 ４人に１人は無解答でした。 

▲（２）の問題は、百分率（％）と 

 飲み物の量から、果汁の量を求 

 める問題です。これも、正答率 

 は全国平均より約 34 ポイント 

 低い結果でした。 

・これは、百分率についての基礎 

 ・基本が定着していないことが 

 原因と考えられます。 


